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はじめに
　佐賀県多

た く

久市南多久町大字下多久に所在する牟
む た べ

田辺遺跡・桐野古墳群の発掘調査が佐賀県食肉セン

ターの施設整備事業に伴って 2003（平成 15）年におこなわれ、近世に属する 3基の甕棺から人骨

が検出された。1基（ST-009）は倒置土器棺墓（土器を伏せた状態にしたもの）で、残りの 2基は

近世墓地（石井家墓地）から出土した甕棺墓である。山口県では中世の倒置土器棺墓の出土例があり、

人骨も出土しているが、近世の倒置土器棺墓は存在しない。佐賀県でもこれまで近世の倒置土器棺墓

の例を聞いたことがない。また、佐賀県以外の地域についても近世の倒置土器棺墓例は存在しないの

ではないかと思われる。

　筆者らはかつて山口県防府市の上
あが

り熊遺跡で中世の倒置土器棺墓から出土した人骨の調査をおこ

なったことがある。上り熊遺跡Ⅲ地区からは 9基の倒置土器棺墓が検出され、そのうちの 6基には

人骨が残存していた（松下・他、2010）。保存状態は必ずしも良好なものではなかったが、特異な埋

葬例であるだけに、埋葬姿勢と性別を推測することに留意し、現場での調査をおこなった。中世の倒

置土器棺の出土例としては、山口市の問田片側遺跡と防府市の玉
たまのおや

祖遺跡の例がある。問田片側遺跡か

らは１基の倒置土器棺が出土している（小田村、1985）。報告書では火葬骨の蔵骨器としているが、

骨は検出されていない。防府市の玉祖遺跡からは倒置された小型の甕が１基発見されており（山口県

教育委員会、1983）、甕の中から幼児の歯冠（3~4 歳）が検出されている。

　佐賀県で出土した歴史時代の人骨で、筆者らが発掘調査や報告書作成に携わった遺跡は佐賀市の上

天神遺跡（松下・他、1984）と森田遺跡（松下、2000）しかない。上天神遺跡の木棺からは平安時

代末から鎌倉時代初頭に比定されている人骨が１体（男性・壮年）検出されており、森田遺跡 3区

からは鎌倉時代人骨が出土している。

　倒置土器棺墓から出土した近世人骨の保存状態は比較的良好であった。また、石井家墓地から出土

した人骨の保存状態もきわめて良好であった。人骨を解剖学的に精査し、人類学的観察や計測をおこ

なったので、その結果を報告しておきたい。

資　料
　本遺跡の発掘調査で検出されたのは 3体の人骨である（表１）。１体（ST-009）は、桐野古墳群 9

号墳（前方後円墳）（ST009）の墳丘に造墓された倒置土器棺から、別の 2体（SK-7、SK-8）は 10

号墳（前方後円墳）（ST010）の墳丘内に営まれた石井家墓地内の甕棺から検出された。倒置土器棺

墓から検出された人骨は壮年の男性骨で、石井家墓地から出土した 2体の人骨のうち、１体（SK-7）

は壮年の男性骨、もう１体（SK-8）は年齢不明の女性骨である（表 2）。なお、年齢区分を表 3に示

佐賀県多久市牟田辺遺跡出土の近世人骨
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図１．遺跡の位置（1/25,000）

(Fig.1 Location of the Mutabe site, Taku City, Saga Prefecture)

牟田辺遺跡
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した。

　この 3体の人骨は、埋葬容器である甕の考古学的所見から、近世に属する人骨である。なお、計

測方法は、Martin-Saller（1957）によったが、脛骨の横径はオリビエの方法（前縁がノギスの針の

中央に位置するようにして計測）で計測した。

　本稿は、「多久・牟田辺の石井家」を川谷が、「要約」を松下孝幸が、その他は松下真実がそれぞれ

分担して執筆した。

　表１　資料数（Table 1. Number of materials）

　　　成　　人　　　　幼小児　　合　計

　男性　女性　不明

　 ２　　１　　０　　　 ０　　　　３

　表２　出土人骨一覧（Table 2. List of skeletons）

　人骨番号　　　　性別　　年齢　　　　備　　考

　ＳＴ－００９　　男性　　壮年　　　倒置土器棺墓

　ＳＫ－７　　　　男性　　壮年　　　石井家墓地　甕棺、161.77cm、櫛、銭貨（16枚）

　ＳＫ－８　　　　女性　　不明　　　石井家墓地　甕棺、147.45cm、櫛、キセル

　表３　年齢区分 (Table 3. Division of age)

　　　　　年齢区分　　 　　年　　　　　齢

　未成人　　乳児　　　 1 歳未満

　　　　　　幼児　　　 1 歳～ 5 歳　( 第一大臼歯萌出直前まで )

　　　　　　小児　　　 6 歳～ 15歳　( 第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで )

　　　　　　成年　　　16歳～ 20歳　( 蝶後頭軟骨結合癒合まで )

　成人　　　壮年　　　21歳～ 39歳　(40 歳未満 )

　　　　　　熟年　　　40歳～ 59歳　(60 歳未満 )

　　　　　　老年　　　60歳以上

　注）成年という用語については土井ヶ浜遺跡第14次発掘調査報告書(松下、1996c)を参照されたい。

所　見
Ⅰ　人骨の検出状況と埋葬姿勢

　3体とも、現場で人骨を実見していないが、１体は埋葬施設が倒置土器棺であることから、また、

ほかの 2体は甕棺であることから、3体とも埋葬姿勢は坐位だったと思われる。

Ⅱ　人骨の形質

　各人骨の残存部は図 2に示すとおりである。また、各骨の計測値は文末に一括して掲げた。
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ＳＴ－００９（倒置土器棺墓人骨）（男性・壮年）

　頭蓋（下顎骨を含む）、歯、鎖骨、肩甲骨、上腕骨、橈骨、尺骨、大腿骨、脛骨、腓骨、環椎、距骨、

足の骨が残存していた。

１．頭蓋

（1） 脳頭蓋

　前頭骨の左側部の一部、左側頭頂骨、左側側頭骨、後頭骨左側部、上顎骨左側部の歯槽突起、下顎

骨の左側半分が残存していた。遺存量はあまり多くはないが、骨質は硬く頑丈である。乳様突起は大

きく、頬骨弓後方は著しく隆起している。外後頭隆起は強く突出しており、最上項線は明瞭で著しく

線状に発達し、外側では隆起している。両側の外耳道の観察ができたが、骨腫は左右ともに認められ

ない。

　縫合は、三主縫合のうち冠状縫合とラムダ縫合の観察ができた。両縫合とも、内外両板は開離して

いる。

　下顎骨は左側下顎体が残存していた。下顎体の高径はやや高く、咬筋粗面の発達はきわめて良好で、

下顎角は外反している。また、下顎枝の幅は広く、外側は凹んでいる。

２．歯

　上下両顎には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

　／ ７ ６ ５ ／ ／ ／ ／  ① ２ ３ ４ ⑤ ⑥ ／ ／

　／ ／ ／ ／ ４ ３ ／ ／  ／ ２ ③ ④ ５ ６ ７ ８

〔〇 : 歯槽開存　／：不明（破損）、番号は歯種〕    

〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼歯、８：第三大臼歯〕

　咬耗度は Broca の１度（咬耗がエナメル質のみ）で、咬耗は弱い。歯の咬合形式は不明である。

３．四肢骨

（1） 上肢骨

　肩甲骨、鎖骨、上腕骨、橈骨、尺骨が残存していた。

①鎖骨

　左側のみが残存していた。骨体は細い。

②上腕骨

　左側の骨体が残存していたが、中央部と遠位端を欠損している。残存部分の保存状態は良好である。

骨体は太い。中央周は計測できないが、中央よりやや近位部での周径は 75mmもある。中央周はこ

れよりも小さくなると思われるが、70mmは超えていたことが予想され、本例の上腕骨は太いこと

がわかる。骨頭も大きく、大結節稜の発達はきわめて良好である。三角筋粗面の観察はできなかったが、

発達はよかったようである。計測はほとんどできなかった。

③橈骨

　左側の骨体が残存していた。遠近両端が欠損しているが、保存状態は良好である。長さはやや長いが、

骨体は上腕骨の太さに比べるとそれほど太くはない。また、骨間縁の発達もそれほど強いものではな

い。
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④尺骨

　左側の骨体が残存していた。両端を欠損しているが、保存状態は良好である。長さはやや長いが、

上腕骨の太さに比べると尺骨体はそれほど太いものではない。骨間縁はやや発達している。

（2） 下肢骨

　大腿骨、脛骨および腓骨が残存していた。

①大腿骨

　両側の骨体が残存していた。右側骨体は表面剥離が著しい。骨体はあまり太いものではない。粗線

の発達は弱く、骨体両側面の後方への発達も悪いが、骨体上部は扁平である。

　計測値は、骨体上横径は 34mm（左）、骨体上矢状径は 24mm（左）で、上骨体断面示数は 70.59

（左）となり、骨体上部はかなり扁平である。

②脛骨

　両側の骨体が残存していたが、表面剥離が著しく、保存状態は悪い。骨体はそれほど大きいもので

はない。ヒラメ筋線の様態は不明である。骨体の断面形は、左側はヘリチカのⅡ型（内側を底辺とし

て骨間縁を頂点とする鈍角二等辺三角形）を呈しているが、右側は不明である。保存状態が悪く、計

測はできなかった。

③腓骨

　左側骨体の一部が残存していたにすぎない。保存状態は悪い。骨体は細い。

４．性別・年齢

　外後頭隆起の発達が良好で、最上項線は著しく発達しており、乳様突起も大きく、上腕骨が太いこ

とから、性別を男性と推測した。年齢は、観察できた冠状縫合とラムダ縫合の内外両板がまだ開離し

ていることから、壮年と思われる。

ＳＫ－７人骨（甕棺墓人骨）（男性・壮年）

　頭蓋以外（下顎骨を除く）のほぼ全身骨が残存していた。頭蓋は改葬時に持ち去られている。

１．下顎骨

　下顎骨は完全である。下顎体の高径は低いが、オトガイ高は高い。下顎枝は著しく細い。下顎切痕

は狭くて深い。オトガイ結節の発達は良好で、咬筋粗面も発達しており、下顎角は外反している。両

側の第一大臼歯が脱落して歯槽が萎縮したために第二大臼歯は両側とも前方へ傾斜している。また、

第二、第三大臼歯は両側とも舌側へ傾斜している。

２．歯

　下顎骨には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

　８ ７ ❻ ５ ４ ３ ２ ❶  ❶ ２ ３ ４ ５ ❻ ７ ８

〔● : 歯槽閉鎖　、番号は歯種〕    

〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼歯、８：第三大臼歯〕　

　咬耗度は Broca の１度（咬耗がエナメル質のみ）で、咬耗は弱い。左側第二大臼歯咬合面に齲蝕

が認められる。また、右側第三大臼歯の舌側にエナメル滴が認められる。
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３．四肢骨

（１）上肢骨

　肩甲骨、鎖骨、上腕骨、橈骨、尺骨および手の骨（手根骨、中手骨、指骨）の一部が残存していた。

①鎖骨

　両側が残存していた。保存状態は良好である。長さは長く、細い。

②上腕骨

　両側とも完全である。長さは短く、骨体は細い。三角筋粗面の発達は悪い。

　計測値は、最大長が 296mm（左右）、骨体最小周は 61mm（右）、60mm（左）、中央周は 65mm

（右）、62mm（左）で、長厚示数は 20.61（右）、20.27（左）で、上腕骨はきゃしゃである。また、

中央最大径は 22mm（右）、20mm（左）、中央最小径は 18mm（左右）で、骨体断面示数は 81.82（右）、

90.00（左）となり、骨体には扁平性は認められない。

③橈骨

　両側が残存していた。保存状態は良好で、両側ともほぼ完全である。長さはやや長く、骨体は細い。

骨間縁の発達は良好である。

④尺骨

　両側が残存していた。保存状態は良好で、ほぼ完全である。長さはやや長く、骨体は細い。右側は

骨間縁の発達が良好である。

（２）下肢骨

　寛骨、大腿骨、膝蓋骨、脛骨、腓骨および足の骨（足根骨、中足骨、指骨）が残存していた。

①寛骨

　両側とも恥骨結合部分を欠損しているが、遺存状態は良好である。大坐骨切痕の角度は小さい。耳

状面前溝は認められない。

②大腿骨

　両側とも完全である。長さはやや長く、骨体は男性としては太いものではない。粗線の発達は悪いが、

骨体両側面の後方への発達は良好である。骨体上部には扁平性は認められない。

　計測値は、最大長が 428mm（右）、432mm（左）、骨体中央周は 85mm（左右）で、長厚示数は

20.00（右）、19.86（左）となり、骨体はきゃしゃである。骨体中央矢状径は 29mm（左右）、横径

は 24mm（左右）で、骨体中央断面示数は 120.83（左右）となり、粗線の発達は悪いが、骨体両側

面の後方への発達は良好である。また、骨体上横径は 30mm（左右）、骨体上矢状径は 27mm（右）、

24mm（左）で、上骨体断面示数は 90.00（右）、80.00（左）となり、右側の骨体上部には扁平性は

認められない。

③脛骨

　両側ともほぼ完全である。長さは短く、骨体は太い。前縁は中央部で鋭くＳ字状のカーブを描いて

いる。ヒラメ筋線の発達は悪い。骨体の断面形は両側ともヘリチカのⅤ型（後面が卵円形）を呈して

いる。

　計測値は、脛骨最大長が 332mm（左右）、骨体周は 86mm（右）、87mm（左）、最小周は 78mm（右）、
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77mm（左）で、骨体は大きく、長厚示数は 23.49（右）、23.19（左）となり、骨体は頑丈である。

中央最大径は 31mm（右）、32mm（左）、中央横径は 23mm（右）、24mm（左）で、中央断面示数

は 74.19（右）、75.00（左）となり、骨体には扁平性は認められない。

④腓骨

　両側ともほぼ完全である。長さはやや長く、骨体は細く、扁平である。稜の発達はそれほどよくな

いが、溝はやや深い。

４．躯幹骨

　仙骨はほぼ完全である。椎骨は 24個すべてと肋骨も 12対すべてが残存していたが、胸骨は残っ

ていなかった。改葬の際に胸骨は取り上げられたものと思われる。

５．推定身長値

　大腿骨最大長から、Pearson および藤井の式を用いて推定身長値を算出すると、それぞれ

161.77cm（Pearson、右）、162.52cm（Pearson、左）、160.62cm（藤井、右）、161.56cm（藤井、左）

となり、160cmを超え、わずかに高身長である。

６．性別・年齢

　性別は、四肢骨がやや大きく、大坐骨切痕の角度が小さいことから、男性と推定した。年齢は、仙

骨の第 1仙椎と第 2仙椎とが遊離（開離）していることや、腸骨稜骨端板の癒合線が明瞭なこと、

椎体に棘形成などの老化兆候がまったくみられないこと、橈骨に骨端癒合線がまだ認められることか

ら壮年と推定した。

ＳＫ－８人骨（甕棺墓人骨）（女性・年齢不明）

　頭蓋以外（下顎骨を除く）のほぼ全身骨が残存していた。

１．下顎骨

　下顎骨は完全である。下顎体の高径はやや低い。下顎枝はかなり低く、幅はやや広い。下顎切痕は

広くて、浅い。オトガイ結節の発達は弱く、咬筋粗面の発達は著しく弱い。

２．歯

　下顎骨には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

　❽ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ❽

〔● : 歯槽閉鎖　、番号は歯種〕    

〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼歯、８：第三大臼歯〕　

　咬耗度は Broca の 2 度（咬耗が部分的に象牙質まで及ぶ）である。左側第一大臼歯近心面に齲蝕

が認められる。

３．四肢骨

（１）上肢骨

　肩甲骨、鎖骨、上腕骨、橈骨、尺骨、手の骨が残存していたが、手の骨は一部しか残存していない。

①鎖骨

　左側が残存していた。保存状態は良好である。長さは短く、細い。
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②上腕骨

　右側の骨体が残存していた。上腕骨頭を欠損しているが、保存状態は良好である。長さは短く、骨

体はやや太く、三角筋粗面の発達は良好である。

　計測値は、中央最大径が 22mm（右）、中央最小径は 15mm（右）で、骨体断面示数は 68.18（右）

となり、骨体には強い扁平性がみられる。骨体最小周は 55mm（右）、中央周は 62mm（右）で、骨

体は細い。

③橈骨

　両側が残存していた。右側はほぼ完全であるが、左側は遠位部が残っていたにすぎない。長さは短く、

骨体は細い。骨間縁の発達は良好である。

④尺骨

　両側が残存していた。右側は遠位部が欠損している以外はほぼ完全であるが、左側は遠位部のみが

残存していた。長さは短く、骨体は細い。骨間縁の発達はよくない。

（２）下肢骨

　寛骨、大腿骨、膝蓋骨、脛骨、腓骨および足の骨が残存していたが、足の骨は一部しか残存してい

ない。

①寛骨

　両側の腸骨体が残存していた。保存状態は比較的良好である。大坐骨切痕の角度は大きい。耳状面

前溝が認められ、その幅は広い。

②大腿骨

　両側とも残存しているが、両側とも遠位端を欠損している。保存状態は良好である。長さは短く、

骨体は近世人としてはやや大きい。粗線は幅広く、それほど発達していないが、骨体両側面の後方へ

の発達はやや良好である。骨体上部には扁平性は認められない。

　計測値は、骨体中央矢状径が 26mm（右）、25mm（左）、横径は 23mm（左右）で、骨体中央断

面示数は 113.04（右）、108.70（左）となり、粗線の発達は悪いが、骨体両側面の後方への発達は

やや良好である。骨体中央周は 78mm（右）、77mm（左）で、骨体は細い。また、骨体上横径は

27mm（左右）、骨体上矢状径は 24mm（左右）で、上骨体断面示数は 88.89（左右）となり、骨体

上部には扁平性は認められない。

③脛骨

　両側ともほぼ完全である。長さは短く、骨体は細い。前縁は鋭くＳ字状のカーブを描いている。ヒ

ラメ筋線の発達は悪い。骨体の断面形は両側ともヘリチカのⅡ型（内側を底辺として骨間縁を頂点と

する鈍角二等辺三角形）を呈している。

　計測値は、脛骨最大長が 316mm（左右）、骨体周は 73mm（右）、71mm（左）、最小周は 67mm（右）

65mm（左）で、骨体は小さく、長厚示数は 21.68（右）、21.17（左）となり、骨体はややきゃしゃ

である。中央最大径は 25mm（右）、24mm（左）、中央横径は 20mm（左右）で、中央断面示数は

80.00（右）、83.33（左）となり、骨体には扁平性は認められない。

④腓骨
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　両側ともほぼ完全である。長さは短く、骨体は細いが、稜はやや発達しており、溝はやや深い。

４．躯幹骨

　仙骨の一部、頸椎 2個、胸椎 11個、腰椎 2個が残存していたが、保存状態は悪い。

５．推定身長値

　脛骨全長と脛骨最大長から、Pearson および藤井の式を用いて推定身長値を算出すると、それぞれ

147.45cm（Pearson、右）、146.98cm（Pearson、左）、147.39cm（藤井、右）、147.70cm（藤井、左）

となり、身長は低い。

６．性別・年齢

　性別は、大坐骨切痕の角度が大きく、四肢骨が細いことから、女性と推定した。年齢は、推測でき

る部位が残存していないので不明である。

考　察
　石井家墓地出土の人骨は 2体とも頭蓋が残存していないので、四肢骨について、福岡県の近世人

骨と比較してみた。

１．上腕骨

　表 4は、男性上腕骨の比較表である。SK-7 人骨の上腕骨最大長は 296mmで、室町 12地点 ST01

の 305mm、上清水と日焼の 301mmよりも小さく、長さは短い。中央周は 65mmで、開善寺の

60.10mm よりは大きいが、日焼の 67.50mm、生往寺（京町第 3 地点）の 67.17mm、上清水の

66.91mmよりも小さく、宗玄寺の 65.74mm、京町 66.34mm、京町第 12地点の 66mmと大差なく、

骨体はやや細い。骨体断面示数は 81.82 となり、表 4では最大値となり、骨体の扁平性は弱い。

　表 5 は、女性の上腕骨の比較表である。SK-8 人骨の中央周は 62mm で、表 5 では日焼の

64.00mmに次いで大きく、上腕骨体は女性としてはやや大きい。骨体断面示数は 68.18 となり、表

5では最小値を示し、骨体には強い扁平性がみられる。

２．大腿骨

　表 6は、男性大腿骨の比較表である。SK-7 人骨の最大長は 428mmで、表 6では最大値を示し、

大腿骨の長さは長い。骨体中央周は 85mmで、日焼の 89.75mm、上清水の 88.50mm、普済院の

86.33mmに次いで大きいが、男性としては骨体の径は大きくはない。男性では、85mmよりも大

きい集団（日焼、上清水）と 85mmよりも小さい集団（石井家墓地、開善寺、生往寺、宗玄寺、京

町）に二分できるが、前者は非武家集団で、後者は武家集団と商人集団である。骨体中央断面示数は

120.83 で、表 6では最大値となり、骨体両側面の後方への発達は良好である。また、上骨体断面示

数は 90.00 となり、表 6では最大値を示し、骨体上部には扁平性はみられない。

　表 7は、女性大腿骨の比較表である。SK-8 人骨の骨体中央周は 78mmで、日焼の 78.50mmと大

差なく、他の比較資料よりは大きい。骨体中央断面示数は 113.04 で、表 7では最大値となり、男性

と同様に骨体両側面の後方への発達は良好である。また、上骨体断面示数は 88.89 となり、普済院

の 100.00 に次いで大きく、骨体上部の扁平性は認められない。

３．脛骨
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　表 8は、男性脛骨の比較表である。SK-7 人骨の脛骨最大長は 340mmで、表 8では最大値を示し

ている。骨体周は86mmで、表8では最大値を示し、脛骨の径は大きい。中央断面四肢示数は74.19で、

日焼の 74.75、生往寺の 75.473、開善寺の 74.34 に次いで大きく、骨体には扁平性は認められない。

長厚示数は 23.49 となり、日焼の 23.62 に近く、骨体は頑丈である。

　表 9は、女性脛骨の比較表である。SK-8 人骨の脛骨最大長は 316mmで、日焼の 326.50mmに次

いで長い。骨体周は 73mmで、日焼の 74.00mmに次いで大きい。中央断面示数は 80.00 で、普済

院の 90.91 に次いで大きく、骨体には扁平性はみられない。

４．推定身長値

　表 10 は、男性の推定身長値の比較表である。SK-7 人骨の大腿骨からの推定値は 161.77cm で、

京町第 6地点の 162.33cmに次いで高く、恒見の 161.58cmと大差なく、身長は高い。

　表 11 は、女性の推定身長値の比較表である。SK-8 人骨の脛骨からの身長値は 147.45cm で、日

焼の 149.92cmに次いで高いが、女性は縄文人の平均値並みの低身長である。

５．石井家墓地出土人骨の特徴

　男性上腕骨の特徴は、長さが短く、骨体はそれほど太いものではなく、三角筋の発達も弱く、骨体

には扁平性が認められず、骨体はきゃしゃであることである。一方、女性上腕骨は、骨体が太く、扁

平であり、三角筋粗面の発達は良好である。男女で上腕骨の大きさと形態に差が認められるが、男性

が壮年期で死去していることと関係があるのかもしれない。大腿骨では、男性では長さが長く、骨体

の大きさは、非武家集団の上清水、日焼よりも小さいが、武家集団の宗玄寺、京町第３地点、開善寺

よりも大きい。女性の骨体は太く、その大きさは日焼に近い。注目すべきは、男女とも骨体中央断面

示数が大きく、男性は 120.83、女性は 113.04 となり、近世人とは思えない示数値を示すことである。

これは骨体両側面が後方へ延伸していることによるが、このような形態は大腿四頭筋などの大腿部の

筋の発達を物語っている。膝関節を強力に屈伸していたことがうかがえる。一方、脛骨は男女とも骨

体が太く、頑丈である。扁平性は認められないので、足指の底屈運動は常態化していないが、下肢筋

や下肢骨に負担がかかっていたことが予想される。武家層の男女と予想していたので、武芸にかかわ

る上肢筋の発達も下肢筋の発達と同様に予想していた。女性では、上肢筋と下肢筋の発達がよかった

ことが推測されたが、男性では上肢筋の発達はみられず、下肢筋の発達がかなりよかったことがうか

がえた。被葬者の属する階層による労働形態だけではなく、被葬者の栄養状態や健康状態などが微妙

に骨に影響を与えていたことが予想される。

６．多久・牟田辺の石井家

　石井家墓地にある 2基の甕棺から 2体（SK-7、SK-8）の人骨が出土した。この墓地には墓石が残っ

ており、その墓石群のなかに、「石井清左衛門忠恕」と刻まれている墓石（SK-5）があり、その場所

が 2体の人骨が出土した墓に近いことから、多久家の家臣であった石井家との関わりが考えられる。

　石井家は藤原氏に出自し、建長二年（1250）、忠
ただひら

衡の時、関東に下向して下総国猿
さしまぐん

島郡石
いわいごう

井郷に住

み、忠
ただひら

衡の子、忠
ただみつ

光が初めて石井氏を称した。忠
ただみつ

光より七世である忠国は千葉氏の縁に依って肥前国

小城郡に来住した（佐賀県立図書館 1978）。

　石井家が仕えた千葉氏は桓
かんむ

武平
へい し

氏高
たかもちおう

望王の流れで東国に土着し、千葉常
つねたね

胤の時に源頼朝を助け鎌倉



土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム研究紀要　第 18号（2023）

74

幕府の成立に大きな役割を果たした。それにより、東国御家人の重鎮として下総国守護となり、薩摩・

大隅・豊前に多くの所領を獲得し、肥前国小城郡の「郡惣地頭職」もその一つとされている（肥前千

葉氏調査委員会 2011）。

　千葉頼
よりたね

胤の時代に蒙古襲来があり、東国御家人に対し九州への下向が命じられた。頼胤は文永の

役の時の傷により建治元年（1275）八月に小城で亡くなり、代わって嫡子の宗
むねたね

胤が小城に下向した。

その後、宗胤の嫡子である胤
たねさだ

貞が下総から小城に下向したとき、下総国の地を名字とした家臣も数

多く小城に移住した。その中に相馬郡（坂東市）の石井（岩井）氏がいた（肥前千葉氏調査委員会

2011）。

　石井忠
ただくに

国の子である忠
ただやす

保は佐
さ が ぐ ん

嘉郡飯
いさがい

盛に移り住み、忠
ただやす

保の子忠
ただよし

義には長子の忠
ただきよ

清以下五子がいて、

それぞれ家をおこして石井家の繁栄の基礎を築いた。そのころから龍造寺氏への従属関係も深められ、

神埼田
たでなわて

手畷の戦いに参戦し、特に天文二十二年（1553）、筑後に亡命していた龍造寺隆信が佐賀に帰

来したときには一族を挙げて貢献したとあり（佐賀県立図書館 1978）、龍造寺隆信の弟である家信（長

信）が水
み ず が え

ヶ江城の城主になったとき、その長臣に五男の石井兼
かねきよ

清（忠
ただふさ

房）が尾張守として仕えた（佐

賀市史編さん委員会 1977）。

　龍造寺長信が元亀元年（1570）に小田鎮
しげみつ

光を多久城（梶
かじみね

峰城）から追って入城し、龍造寺長信か

ら多久安
やすとし

順（龍造寺与兵衛）に至る多久領草創期には水ヶ江以来の辛苦を共にした吉岡、南里、石井、

村山氏を含め七家が家老職の勤を果たしたと書かれている（多久市史編さん委員会 2002）。

　龍造寺隆信の戦死後、国政権は鍋島直茂にゆだねられ、龍造寺長信は隠居し、その子である龍造寺

与兵衛は慶長十三年（1608）多久安
やすとし

順と名乗り、鍋島直茂の娘を妻とした（多久市史編さん委員会

2002）。

　鍋島藩の武士の身分は御三家、御親類、御親類同格、御家老、着座などという序列が本藩を中心に

作られ、その中で多久家は御親類同格とされ（高野和夫 1994）、鍋島藩の請役家老となり執政を行

うなど（多久市史編さん委員会 2002）、鍋島藩体制と深い関わりを持っていた。

　石井家はその多久において「馬乗通」という乗馬級の水ケ江龍造寺譜代家臣であったとされ、その

後裔が代々処遇され世襲している（多久市史編さん委員会 2002）。

　今回、牟田辺遺跡で検出された SK-5 には「石井清左衛門忠
ただよし

恕」と刻まれた墓石があり、佐賀県立

図書館に所蔵されている石井家の系譜が書かれた「石井系譜　四、石井系譜五男家、五巻之内」（複写本）

にも「清左衛門忠
ただよし

恕」の名前があったことから、石井家五男の兼
かねきよ

清に繋がる石井一族の子孫との確認

ができた。他にも「石井忠夫の墓　大正三年六月十九日亡」と刻まれた墓石が調査区内で出土してお

り、同じ区域内で検出された SK-7、SK-8 人骨も石井家一族の可能性がある。

要　約
　佐賀県多

た く

久市南多久町大字下多久所在する牟田辺遺跡・桐野古墳群の発掘調査が 2017（平成 29）

年度におこなわれ、桐野古墳群中の 9号墳と 10号墳の墳丘に営まれた墓から人骨が検出された。取

り上げられた 3体の人骨の保存状態は良好であったので、計測や観察をおこない、以下の結果を得た。

 1．3基の甕棺から 3体の人骨が検出された。1体（ST-009）は倒置土器棺墓から出土した人骨で、　　　
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　壮年・男性骨である。ほかの 2体は石井家墓地の甕棺墓から出土した人骨で、1体（SK-7）は壮年・

　男性骨、もう 1体（SK-8）は年齢不明の女性骨である。

 2．3体の人骨は、考古学的所見から、18世紀後半に属する近世人骨である。

 3．倒置土器棺墓から出土した人骨については、頭蓋の遺存量は少なく、頭型や顔面の様態は明ら

　かにできなかったが、外後頭隆起や最上項線の発達はきわめて良好であった。上腕骨は太く、筋の

　付着部も発達していることから、上肢筋の発達も良好であったと思われるが、その割には前腕の骨

　（橈骨と尺骨）は細く、また大腿骨や脛骨もそれほど太くいものではない。倒置土器棺墓という特

　殊な埋葬から、特殊な事情が推察される。被葬者の形質的特徴だけではなく、疾病や死に至った原

　因などが推測できないか、人骨を詳細に調べたが、手がかりを得ることはできなかった。

 4．石井家墓地から出土した 2体はともに改葬時に頭蓋を取り上げられているので、頭蓋は残存して　

　いない。従って、頭型や顔面の形態は不明である。

 5．男性上腕骨は、最大長が 296mm（左右）で、長さは短く、中央周は 65mm（右）、62mm（左）

　で、長厚示数は20.61（右）、20.27（左）となり、上腕骨はきゃしゃである。また、骨体断面示数

   は 81.82（右）、90.00（左）となり、左側骨体には扁平性は認められない。

　　女性上腕骨は、骨体断面示数が 68.18（右）となり、骨体には強い扁平性がみられる。骨体最小

　周は 55mm（右）、中央周は 62mm（右）で、骨体は大きい。

 6．男性大腿骨は、最大長が428mm（右）、432mm（左）で長さは長い。骨体中央周は85mm（左右）で、　

　長厚示数は20.00（右）、19.86（左）となり、骨体はきゃしゃである。骨体中央断面示数は 120.83（左

　右）となり、粗線の発達は悪いが、骨体両側面の後方への発達は良好である。また、上骨体断面示

　数は 90.00（右）、80.00（左）となり、右側の骨体上部には扁平性は認められない。

　　女性大腿骨は、骨体中央断面示数が 113.04（右）、108.70（左）となり、粗線の発達は悪いが、

　骨体両側面の後方への発達はやや良好である。骨体中央周は78mm（右）、77mm（左）で、骨体は細い。

　また、上骨体断面示数は 88.89（左右）となり、骨体上部には扁平性は認められない。

 7．男性脛骨は、脛骨最大長が332mm（左右）、骨体周は86mm（右）、87mm（左）、最小周は78mm（右）、

　77mm（左）で、骨体は大きく、長厚示数は23.49（右）、23.19（左）で、骨体は頑丈である。中央断

　面示数は74.19（右）、75.00（左）となり、骨体には扁平性は認められない。

　　女性脛骨は、脛骨最大長が316mm（左右）、骨体周は73mm（右）、71mm（左）、最小周は67mm（右）、

　65mm（左）で、骨体は小さく、長厚示数は 21.68（右）、21.17（左）で、骨体はややきゃしゃ

　である。中央断面示数は 80.00（右）、83.33（左）となり、骨体には扁平性は認められない。

 8．男性では大腿骨の長さの割には、上腕骨と脛骨が短い傾向にあるが、女性ではそのような傾向は　

　みられない。

 9．大腿骨最大長から算出した男性の推定身長は、161.77cm（Pearson、右）、162.52cm（Pearson、左）、　

　160.62cm（藤井、右）、161.56cm（藤井、左）となり、高身長である。脛骨全長と脛骨最大長から

　算出した女性の推定身長値は、147.45cm（Pearson、右）、146.98cm（Pearson、左）、147.39cm（藤

　井、右）、147.70cm（藤井、左）となり、低身長である。

10．今回出土した 2体の人骨は石井家墓地から出土したことから、多久氏の家臣であった石井家一
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　族の縁者と推測される。埋葬施設は甕棺であるが、甕棺を埋葬に使用するのは、武家や士族に限ら

　れていることから、この墓地は石井家一族の墓と考えて差し支えないものと思われる。人骨につい

　ても上層階級にみられる下顎骨のきゃしゃさが認められ、男性（SK-7 人骨）ではその傾向が顕著

　である。女性（SK-8 人骨）では身長は低いが、上肢筋と下肢筋はよく鍛えられていたことがうか

　がえた。男性はわずかに高身長で、下肢筋は発達していたようであるが、上肢筋の発達がそれほど

　でもなく、体の動かし方にアンバランスな面があったようである。それは被葬者が早世したことと

　関係があるのかもしれない。
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表 12　下顎骨 (㎜、度 )(Mandibula) 表 13　肩甲骨 (㎜）(Scapula)

表 14　鎖骨 (㎜）(Clavicula)
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表 15　上腕骨（㎜）(Humerus) 表 16　橈骨 (㎜）(Radius)
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表 17　尺骨 (㎜）(Ulna) 表 18　大腿骨 (㎜）(Femur)
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表 19　膝蓋骨 (㎜）（Patella） 表 20　脛骨 (㎜）（Tibia）

表 21　腓骨 (㎜）（Fibula）
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表 22　推定身長値（㎝）（Stature） 表 23　最大長の比

表 24　中央周の比
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表 25　形態小変異 (Non-metoric crania variants)
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牟田辺ＳＴ－００９(男性・壮年 )

図２　人骨の残存図 ( アミかけ部分 )

(Fig.2 Regions of preservasion of the skeleton. Shaded areas are preserved.)
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　牟田辺ＳＫ－７( 男性・壮年 )　　　　　　　　　　　牟田辺ＳＫー８（女性・年齢不明）

図２　人骨の残存図 ( アミかけ部分 )

(Fig.2 Regions of preservasion of the skeleton. Shaded areas are preserved.)
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牟田辺遺跡 ＳＴー００９( 男性・壮年 )

( The skeleton ST-009 from the Mutabe site,young adult male )

上顎骨・下顎骨 (The maxilla・The mandible)

頭蓋 (The skull) 頭蓋左側面 ( Left lateral view of the skull)



土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム研究紀要　第 18号（2023）

91

牟田辺遺跡 ＳＴー００９( 男性・壮年 )

( The skeleton ST-009 from the Mutabe site,young adult male )

肩甲骨 (The Scapula)

下肢骨 (Bones of the lower limb)上肢骨 (Bones of the upper limb)
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